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中学校　国語　文法㉛　～付属語①（助詞の種類①）～
（　　　）年（　　　）組（　　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　）






















点





一　次の文の□に当てはまる言葉を書きなさい。（１０点×１問）





格助詞―主に            について文節と文節の関係を示す。





※格助詞は以下の十個 「を・に・が・へ・や・の・と・から・で・より 」








二 次の文の中から格助詞を探し、―線を引きなさい。（５点×６問）





　⑴ 私の 弟は 学生だ。  ⑵ 月末は 銀行に 行く。 ⑶ ペンは剣より強い。





　⑷ 東京と埼玉は近い。  ⑸ 先生は自動車から降りた。⑹ コスモスがきれいだ。





三 次の各文における「の」の意味・用法を後の選択肢から選び、記号で答えなさい。


（５点×６問）





　⑴ 僕は食べるのが大好きだ。 （     ） ⑵ 誰もいない冬の海。       （      ）





　⑶ 厳しい寒さの中を帰った。 （     ） ⑷ 行くの行かないのと騒ぐな。（      ）





　⑸ 国語の好きな人はいますか。（     ） ⑹ この鉛筆は彼のだ。       （      ）





　　ア・連体修飾語になることを表す。  イ・体言の代用を表す。


　　ウ・主語を表す。                  エ・並立を表す。





四 次の―線部の助詞と同じ意味・用法のものを後から選び、記号に○を付けなさい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０点×３問）


　⑴ 学校から家まで全力で走る。


 


　　ア・暑いからクーラーをつける。     イ・父が出張から帰ってくる。


　　ウ・あまりの寒さから風邪をひいた。 エ・窓を閉めてから寝る。





　⑵ 明日は競技場で大会が行われる。





　　ア・北海道まで飛行機で行く。       イ・母は大掃除で忙しい。


　　ウ・海は静かでおだやかだ。         エ・彼女と駅で待ち合わせる。





　⑶ 僕は先生にほめられた。





　　ア・これを君にあげよう。           イ・電車が八時に到着する。


　　ウ・弟と釣りに行く。               エ・飼い犬に手をかまれる。











